
(1) 

〈研究報告〉 

Madhusūdana 著 Ācārārṇava 

― 写本ならびに研究序説 ― 

 

古 宇 田 亮 修 

 

 

  はじめに 

 インドにおける Dharmaśāstra の歴史において，11 世紀以降，後に Dharma-

nibandha と呼ばれるようになる，過去の Dharmaśāstra や Purāṇa を多数引用して

再編集した文献が盛んに編纂されてきた。この Dharmanibandha の中でも，最も

大部にして初期に属する文献である Lakṣmīdhara 著 Kṛtyakalpataru（12 世紀）に

ついては，1948 年以降，校訂 Text の出版が相次いでなされ1，時間はかかりつつ

も比較的順調に研究が進展してきたといえる。 

 しかし，筆者が先に公表した Gopāla 著 Kṛtyakāmadhenu の貝葉写本（［古宇田

2015, 2016］）の例を挙げるまでもなく，Dharmanibandha の一次資料については，

今なお開拓の余地が大きい。筆者は，従来，サンスクリットに関する一次資料の

収集を行なってきたが，その過程で入手したいくつかの写本類2のうち，紙写本

としては比較的古い時代のもので，内容上も稀少性の高い Dharmanibandha 文献

とみなされる当写本3のスキャン画像をここに公表し，インド文献史／宗教史の

基盤構築に資することを意図するものである。 

 

                                                                 
1 ［Kṛtyakalpataru］，［Brick 2015］． 
2 日本の古書店より入手した Kṛtyakāmadhenu は別として，当写本を含む筆者保有の写本

類の大半は，Rajasthan 州 Jaipur 県より入手したものである． 
3 ［NCC.］や，Dharmaśāstra に関する最も網羅的な研究である［Kane HDh.］にも，Ācārārṇava

の存在は言及されていない． 
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１．写本の材質，厚さ，大きさ，重量 

 当写本の材質は，紙である。葉数は全 86 葉であり，第 2 葉から第 87 葉まで

の葉番号がふられているので，冒頭の 1 葉を欠く。１葉の厚さは，約 0.24mm で

ある4。各葉は，2 枚の紙を貼り合わせて作成されているため，通常の紙写本よ

り厚くなり，その結果耐久性も向上しているものと考えられる。 

 写本の大きさ（最大値）は，縦幅 10.5cm，横幅 26.1cm，積み上げた高さ約 2.3cm

である。 

 また，本文 86 葉の重さは 332.5g であり，1 葉平均約 3.87g であった． 

 

２．奥書と写本の年代・書写地 

 まず最初に，第 49 葉 3 行目の途中から書かれている奥書部分の翻刻，復元テ

クストならびに試訳を以下に記しておく。 

 

 〈凡 例〉 

１．( ) 不明瞭な akṣara／akṣara 部分 

２．+ 破損・摩滅した１akṣara 

３．{{  }} 写本において削除されている akṣara／akṣara 部分 

４．= １つの akṣara を語の区切りで分割する記号（複合語を除く） 

５．（復元において）写本の読みを変更した箇所は，イタリックで示した． 

６．（復元において）韻文部分は，字下げで示した． 

７．（復元において）Sandhi の訂正や不要な子音の削除については，断らずに行

なった5（翻刻併記のため）． 

８．(87v.10) は，写本の「87 葉目，裏，10 行目」を意味する（r.: recto; v.: verso）．

以下，行の変わり目では，括弧内の数字で示した． 

 

   〈翻 刻〉 

(87v.10) ~ // iti dharmadharasarvvajñānujopādhyā(11)sūryadāsābhyāṃ saha 
                                                                 
4 奥書のある最終葉における任意の 20 ヶ所を計測した平均値． 
5 但し，本稿では，写本の表記をできるだけ生かしており，Sandhi の統一は図っていない． 
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madhusūdanaviracite tpācārārṇave paṃcamas=taraṃgaḥ samāptāḥ //  // 

śubham astu sarvvajagataḥ //  // saṃvat 1557 samaye (ā)(12)ṣāḍha vadi 5 

bhaume dhamanāgrāme avasthītārāpatitasyātmajasuputradhaneśvaralikhitam 

idaṃ pustakaṃ // yādṛśaṃ pustakaṃ (dṛ) + (13) tādṛśaṃ likhitaṃ mayā / yaṃ 

yadi śuddham=aśuddhaṃ vā mama doṣo na dīyate //  // kauśalyānayanenduṃ 

(rśa) daśarathahṛdayāraviṃdam=ā(tma)+(14)sītāmānasahaṃsaṃ rāmarājīva-

locanaṃ vande //  //  

   〈復元テクスト〉  

~ iti dharmadharasarvajñānujopādhyāsūryadāsābhyāṃ saha madhusūdana-

viracite6 ācārārṇave7 pañcamas taraṃgaḥ samāptāḥ.  

  śubham astu sarvajagataḥ. 

  saṃvat 1557 samaye āṣāḍha vadi 5 bhaume dhamanāgrāme avasthītārā-

patitasyātmajasuputradhaneśvaralikhitam idaṃ pustakam. 

 yādṛśaṃ pustakaṃ dṛṣṭvā tādṛśaṃ likhitaṃ mayā, 

 yadi śuddham aśuddhaṃ vā mama doṣo na dīyate. 

kauśalyānayanenduṃ ca 8  daśarathahṛdayāravindam ātmajaṃ 9  sītāmānasa-

haṃsaṃ rāmaṃ rājīvalocanaṃ vande. 

  〈試 訳〉 

「以上で，正法
ダ ル マ

を保持するサルヴァジニャーヌジャ10・ウパーディヤー11と

                                                                 
6 Skt の Sandhi 規則によれば，次に āが来るため，̊ viracita が正規形であるが，ここでは写

本の伝承を生かした（8v.10, 24v.1, 39v.13, 76v.8, 87v.11 を参照）． 
7 次節を参照． 
8 (rśa) Ms.は，文と文をつなぐ ca の誤写とみなした． 
9 ā(tma)+ Ms.からの再建． 
10「一切知者の弟」の意．Skt. ̒ jñāʼのカナ表記については，「ジ」の小文字を用いて「ジニャー」

と表記し，注意を促した．本来の日本語にはない表記であるが，「ジュニャー」と表記し

た場合に原語からあまりに離れて発音されてしまう可能性を憂慮したためである． 
11 upādhyā-は，語源上は upādhyāya-「教師，和尚」に由来する語であるが，ここでは固有

名詞の一部に解した．upādhyā-という語形は，PW にも登録されていないが，当写本では，

３回（24r.13, 39v.13, 87v.10）現れている．この語形を考える際には，Pāli 文献に，upajjhā-, 

upajjhāya-という語形が併存していることも何らかのヒントになるものと考えられる． 
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スーリヤダーサ 12 という両者と共に，マドゥスーダナが作った

『行儀の海』
アーチャーラ・アルナヴァ

における，第五の 章
タランガ

が完結した。 

 一切の生き物に栄光あれ。 

 1557 年，アーシャーダ月，黒分，５日目，火曜，ダマナー村において，

アヴァスティー・ターラーパティタ13の息子であるスプトラ・ダネーシュ

ヴァラ14によってこの本は書かれた。 

 私は，［元］本を見たままに書写した．たとえ［この本が］正しかろうと

も，あるいは誤っていようとも，私に過失は帰せられない． 

 カウシャリヤー后15の目にとっての月であり，ダシャラタ王16の心臓
こ こ ろ

の

蓮 華
アラヴィンダ

にして息子であり，シーター姫にとってマーナサ湖《心》の白鳥
ハ ン サ

で

ある，青蓮華
ラージーヴァ

の眼をもつラーマに敬礼する。 

 

 このうち，書写完成日とされる「1557 年，アーシャーダ月，黒分，５日目，

火曜」は西暦のいずれに相当するであろうか。当写本はその書体からも西北イ

ンドの写本17と判断できるので，暦は Vikrama 暦で記載されている可能性が高い

もの18と推定される。矢野道雄・伏見誠両氏の作成された Pancanga (version 3.14)19

                                                                 
12「太陽の僕」の意． 
13 avasthī-が固有名詞の一部であることは，髙橋健二氏（京都大学大学院）より御教示いた

だいた（第８回ヴェーダ文献研究会，2017 年 3 月 12 日）．ここに記して謝意を表するも

のである．尚，World Heritage Encyclopedia（http://self.gutenberg.org/articles/awasthi）によれ

ば，awasthi は，北インドと西ネパールに分布するバラモン階級のあるサブ・カーストの名

字であるとされる（2017 年 3 月 13 日閲覧）．尚，tārāpatita-は，「星から落ちた者」の意． 
14 ātmaja-「息子」と suputra-「良い息子」に意味の重複があるため，suputra-を固有名詞に

解した．dhaneśvara-は「財産の自在者」の意． 
15 Daśaratha の 3 人の妻の一人で，Rāma の母． 
16 Rāma の父． 
17 当写本は，Rajasthan 州 Jaipur 県より入手したため，その近辺で書写された可能性が高

いものと推測される．ただし，それ以外の可能性も排除できない． 
18 管見の限りでは，Jaipur 周辺の紙写本の暦表記は，Vikrama 暦のみか Vikrama 暦・Śaka

暦併記のいずれかであることが多い．Śaka 暦のみが記されている紙写本も稀にあるが，そ

の場合は，「śake ～」と記載されていたと記憶する．すなわち，Jaipur 周辺の紙写本にお

いて単に「saṃvat ～」とあった場合，Vikrama 暦で記されている可能性が高い． 
19 https://www.cc.kyoto-su.ac.jp/~yanom/pancanga/ 
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を用いて，「Vikrama 暦・満年・Caitra 月始まり・満月終わり」の条件20で西暦

に換算すると「西暦 1500 年 6 月 16 日，火曜」に相当することになる。 

 他方，「1557 年，アーシャーダ月，黒分，５日目，火曜」が Śaka 暦で記載さ

れていたとすると，同じく Pancanga を用いることにより，「グレゴリオ暦 1635

年 6 月 5 日（ユリウス暦 1635 年 5 月 26 日），火曜」に相当することが解る21。 

 次に，当写本の書体から年代を推定したい。筆者は，「Vikrama 暦 1727 年，

Śaka 暦 1592 年，パウシャ月，白分，1 日目，土曜」の奥書を有する Dharmaśāstra

系の写本（Bhaṭṭācārya 著 Aśaucatriṃśatślokī-bhāṣya22）を有しているので，その奥

書部分を次頁に掲載する。上記の暦を Pancanga で調べると，「満年・Caitra 月

始まり・満月終わり」の条件で，「グレゴリオ暦 1670 年 12 月 13 日（ユリウス

暦 1670 年 12 月 3 日），土曜」に当たる。この Aśaucatriṃśatślokī-bhāṣya の書体

は，Ācārārṇava 写本よりもさらに現代の Devanāgarī に近づいている様子が見て

とれるであろう。また，Ācārārṇava 写本においては，ba の akṣara が特徴的（ma

の四角形の中に点を有する形23）であり，その特徴が Triṃśatślokī-bhāṣya には見

られない。さらに，Ācārārṇava 写本においては，ra の akṣara も特徴的である。

これらの書体の差は，Ācārārṇava 写本と Aśaucatriṃśatślokī-bhāṣya 写本との年代

差が 35 年ではなく，170 年であることを示唆しているものと考えられる24。

                                                                 
20 経度・緯度は Jaipur で換算した． 
21 堀伸一郎氏（国際仏教学大学院大学附置国際仏教学研究所副所長）より御教示を得た．

同氏による種々の御教示に感謝の意を表したい． 
22 これは，Vijñāneśvara 著 Mitākṣarā（Yājñavalkyasmṛti の註釈）: Aścaucaprakaraṇa からの抜

粋とそれに対する註釈で，同じく Jaipur 県より入手した．14 folio から成る． 
23 この文字については，Śatapathabrāhmaṇa の１写本（Lalchand Research Library, DAV College, 

Chandigarh, No. 116. http://www.dav.splrarebooks.com/collection/view/Shatapatha brahmanam-

Kanda-13-1-3-Prapathaka）と比較されたい（2017 年 2 月 13 日閲覧）．この写本には書写年

がないが，Ācārārṇava 写本より古風な書体に見える． 
24 因みに，saṃvat 1664（おそらく Vikrama 暦）の奥書をもつ，Āgastyasaṃhitā写本（Lalchand 

Research Library, DAV College, Chandigarh, No. 1694）も Internet で閲覧可能であるので比較

されたい（http://www.dav.splrarebooks.com/collection/view/Agastyasamhita-Pancharatram）．尚，

この Web ページのデータでは，Creation date が 1564 V. S.となっているが，写本の読み誤

りである（2017 年 2 月 13 日閲覧）． 
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 次に，Ācārārṇava 写本の奥書に記される「ダマナー村（dhamanāgrāma-）」と

は，現代インドの何処に相当するのであろうか。これについても，堀伸一郎氏よ

り御教示を頂戴したが，水島司氏（東京大学大学院人文社会系研究科教授）の作成に

なる Indian Place Finder25を用いて dhamana を検索すると，全インドで 12 件，

Rajasthan 州で３件がヒットする．Rajasthan 州に存在する３件のうち，Jaipur 県

の Dudu 地区というところに，Dhamana という名の村が存在する（北緯 26.644492

度，東経 75.404861 度）．この村は，2011 年の国勢調査によれば，人口 1,875 人

である26．その他２件は，Chittaurgarh 県の Kapasan 地区と，Jalor 県の Sanchore

地区の村である（それぞれ人口 3,102 人27，3,854 人28）．ただし，書写地につい

ては，現時点ではこれ以上限定する手段を持ち合わせていないため，候補地を

指摘するにとどめたい。 

 

３．写本の題名について 

 当写本は，５つの章（taraṃga-）より成るため，各章の末尾に題名が記載され

ている。以下に，第５章の奥書は上に記したので，ここでは第１～４章の末尾に

ある章題部分の翻刻と試訳を記す。 

第１章末尾(8v.10)：~ // iti śrīmadhusūdanaviracite tpācārārṇave deśāntaranirūpanādyā-

camanāntaṃ prathamas=taraṃgaḥ // ~  

「以上が，聖マドゥスーダナが作った『行儀の海』における〈他地域の考察〉

に始まり〈 嗽
くちすす

ぎ〉に終わる第１の章である。」 

第２章末尾(24r.13)：~ // ity u(24v.1)pādhyāsūryadāsadharmadharābhyāṃ sahitamadhu-

sūdanaviracite ācārārṇave brahmacaryā{{jñā}}khyo dvitīyas=taraṃgaḥ // ~ 

「以上が，ウパーディヤーとスーリヤダーサという正法
ダ ル マ

を保持する両者と共

にマドゥスーダナが作った『行儀の海』における〈 勉 学
ブラフマチャリヤー

〉という名の第

                                                                 
25 http://india.csis.u-tokyo.ac.jp/（2016 年 10 月 10 日閲覧）． 
26 http://www.census2011.co.in/data/village/79843-dhamana-rajasthan.html（閲覧日同上）． 
27 http://www.census2011.co.in/data/village/100877-dhamana-rajasthan.html（閲覧日同上）． 
28 http://www.census2011.co.in/data/village/89702-dhamana-rajasthan.html（閲覧日同上）． 
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２の章である。」 

第３章末尾(39v.13)：~ // iti dharmadharasarvvajñānujopādhyāsūryadāsābhyāṃ saha 

madhusūdanaviracite tpācārṇave gṛhasthākhyatṛtī(40r.1)yas=taraṃgaḥ // ~ 

「以上が，正法
ダ ル マ

を保持するサルヴァジニャーヌジャ・ウパーディヤーとスーリ

ヤダーサという両者と共にマドゥスーダナが作った『行儀の海』における

〈家長
グリハスタ

〉という名の第３の章である。」 

第４章末尾(76v.8)：~ // iti dharmadharābhyāṃ sahitama(9)dhusūdanaviracite tpācārā-

rṇave caturtthas=taraṃgaḥ // ~ 

 「以上が，正法
ダ ル マ

を保持する両者と共にマドゥスーダナが作った『行儀の海』に

おける第４の章である。」 

 

 この４例と，上に含めた第５章も含めれば，当写本の題名として，tpācārārṇava-

が４回，ācārārṇava-が１回記されていることになる。tpācārārṇava-は，Skt.として

は不可能な語形であるから，tpā は何らかの文字の誤記とみなされよう。Skt.と

して，文法的に可能かつ似た文字の候補としては，ā の他に，①tryā と②tyā が

想定される。 

 ①tryā→tpāの誤記を想定すると，元の語形は*tryācārārṇava-ということになる。

「三つの行儀の海」とでも訳せるものであるが，tryācāra-「三つの行儀」という複

合語が何を意味しているかは不明である。ācāra-の数は，実際，三つどころか膨

大なものであるからこそ，arṇava-「海」という語が使われていると考えれば，

*tryācārārṇava-は，題名としては不適切であろう。 

 次に②tyā→tpā の誤記を想定すると，*atyācārārṇava-という語の冒頭の a が

Sandhi 規則により Avagraha となり（前に e が存在する為），その Avagraha が写

本には記されなかった形と考えることも語形としては可能である。しかしなが

ら，そう考えた場合の atyācāra-「過ぎた行儀，慇懃無礼」という語自体も主題と

して不自然である。 

 上記のことから，tpācārārṇava-という写本の表記は，ācārārṇava-という表記の

（伝承段階で生じた）誤写とみなすべきであろう。筆者の推測が正しいとすれば，
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この例を見ただけでも，当写本の筆記者がいかに内容を把握せずに書写してい

るかが解るであろう。 

 

４．ācāra の意味 

 ācāra-という単語は，歴史的には，二大叙事詩（Mahābhārata, Rāmāyaṇa），

Dharmasūtra，Manusmṛti において頻繁に使われるようになった語である。その代

表的な用例として，ここでは，Manusmṛti 1. 108-10929を挙げておこう。 

1. 108.  ācāraḥ paramo dharmaḥ śrutyuktaḥ smārta eva ca, 

       tasmād asmin sadā yukto nityaṃ syād ātmavān dvijaḥ. 

1. 109.  ācārād vicyuto vipro na vedaphalam aśnute, 

       ācāreṇa tu saṃyuktaḥ saṃpūrṇaphalabhāk smṛtaḥ. 

 「天啓聖典
シ ュ ル テ ィ

に説かれ，そしてまさに伝承聖典
ス ム リ テ ィ

に説かれた 行 儀
アーチャーラ

は最高の

正法
ダ ル マ

である。それゆえ，自己を保持する再生者
ドヴィジャ

は，常に変わらずこれに専念

すべきである。 

 行儀から堕落したバラモン
ヴ ィ プ ラ

は，ヴェーダの果実を食べることはない。し

かし，行儀に専念する者は，完熟した果実に与
あずか

ると伝承されている。」 

 

 このように，最高の dharma であると説かれる ācāra-は，「行儀（etiquette30），

模範的行動，正しい振舞い方（proper conduct31）」の意味で用いられているので，

ここではそのうち最も簡潔な「行儀」という訳語を採用した32。

                                                                 
29 Text は，［Olivelle 2005］所収の Devanagari 版に従う． 
30［Bist 2004: 1］． 
31［Olivelle 1995: 126］． 
32 ācāra-は，Manusmṛti の和訳者によって「慣習法」（中野義照），「作法」（田辺繁子），「良

俗」（渡瀬信之）と訳されている．［井狩弥介・渡瀬信之 2002］は，Yājñavalkyasmṛti の翻

訳・解説において「行動の準則」，「よき作法」，「正しい行為」等と訳している．また，［Olivelle 

2015: s.v. ācāra］では，“proper and normative practice constituting one of the sources of dharma”

と解説する． 
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５．著者 Madhusūdana について 

 Ācārārṇava の著者 Madhusūdana について，現段階で判明していることは少な

いが，以下に箇条書きで整理しておく。 

① 奥書によれば，当写本の書写年は西暦 1500 年であるので，Ācārārṇava の執

筆年の下限は，1500 年である。次に，年代の上限についてみると，本書引用中

の文献により，ある程度の範囲に限定されよう。本書に３回33引用されている

Hariharabhāṣya (ad Pāraskaragṛhyasūtra)の著者Hariharaは，［Kane HDh. I-2: 735-737］

によると，1150～1250 年の間に活躍したとみなされている。また，本書に３回

34引用されている Smṛtyarthasāra は，［Kane HDh. I-2: 727］によると，1150～1200

年の成立とされる。これらの事実から，当面の間，Ācārārṇava の執筆年の上限は

1150 年，下限は 1500 年に設定しておくのが穏当であろう35。 

② 奥書によれば，Madhusūdana は，正法
ダ ル マ

の保持者である Sarvajñānujopādhyāと

Sūryadāsa という両者と共に本書を執筆したとされる。両者は，Madhusūdana の

教師にあたる人物であったと想像されるが，それ以外に現時点で判明している

事実はない。 

③ Viṣṇu/Kṛṣṇa の呼称であるʻMadhusūdana 〈̓Madhu の殺戮者〉という固有名詞

は，インドでは極めて一般的である。そのため，他文献の著者として多数の

Madhusūdana が知られている36が，それら全てが当写本の Madhusūdana とは別人

である可能性も考慮すべきである。 

 

  

                                                                 
33 10r.7; 53v.10; 56r.4. 
34 35v.12; 36r.14; 55v.1. 
35 本書には，Ācāratilaka，Uddharaṇapaddhati，Divākarāhnikamata，Smṛtilīlā等といった年代

不詳の文献が引用されている．今後，それらの年代が確定されることで，上限がさらに限

定されることが期待される． 
36 ［NCC. vol.18: 143-144］．［Kane HDh. I-2: 1202］には，Śrāddhadarpaṇa という著作を書い

た Madhusūdana の存在も言及されるが，その詳細は述べられておらず，当写本の Madhu-

sūdana との関係も現時点では不明である． 
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６．Ācārārṇava における引用・固有名詞索引（登場順） 

 Dharmanibandha とは，日本語で「（ダルマに関する）綱要書」とも訳されるよ

うに，主題に合せて過去の Dharmaśāstra や Purāṇa を多数引用し―場合によっ

ては著者の註釈等を付加して―再編集した文献である。現時点ではĀcārārṇava

における引用の一々についての同定も完了していないが，今後の便宜のために，

引用書の書名や著者名といった固有名詞類を写本の登場順に一覧表として次頁

以降に掲げておくことにする。 

 Dharmanibandha には，Gopāla 著 Kṛtyakāmadhenu のように，過去の Dharmaśāstra

や Purāṇa の引用のみから成り，著者／編者のコメントがほとんど含まれないも

のもあるが，当写本は，他書の引用にくわえ，それに対する註釈が含まれてい

る。但し，この註釈が著者／編者の独自性を有するものか，あるいは過去の註釈

から抜粋したにすぎないものか，はたまたその中間的な性格のものなのか，種々

の可能性が考えられるが，現時点では不明である。 

 さらに，本書に引用される Mantra についても，今後，その出典を明らかにす

る作業を行なうべきであろう。 

 尚，聖仙の名前の前に Vṛddha-「古い，年上の」や Bṛhat-「長大な」が付され

て言及される場合がある。［Monier s.v. vṛddha-］は，「その作品のより古い版に言

及する場合に使われる」と述べる。確かに現存の Manusmṛti に存在しない文章

が，Vṛddhamanu37の名で言及されることはあるが，その Vṛddhamanu が現存の

Manusmṛti より古い起源をもつ証拠はない。［Lingat 1973: 106］によれば，９世

紀初頭の註釈者 Viśvarūpa も，Vṛddhamanu, Vṛddhayājñavalkya に言及しているの

で，その当時には確かにそのような名の文献が存在していたのであろう。しか

し，［Kane HDh. I-1: 349］が述べるように，Vṛddhamanu（67v.1）や Bṛhanmanu

（77v.14），Vṛddhayājñavalkya（78r.9）という名で言及される文献の成立は，それ

ぞれ Manusmṛti 本体や Yājñavalkyasmṛti 本体の成立より新しい時代に属すると考

えるほうが妥当であろう。 

                                                                 
37 本書や Kṛtyakāmadhenu のような Dharmanibandha では，smṛti で終わる書名を指す際に，

smṛti は省略される．すなわち，本書で Viṣṇuḥ（nom.形）と書かれている場合，Viṣṇusmṛti

を指す．他方，Viṣṇupurāṇa を指す場合は省略されず，かつ loc.形で現れる． 
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2r.1 Matsyapurāṇa 

2r.12 Manu 

2v.2 śruti 

2v.4 Ratnamālā  

2v.6 Gautama 

2v.7 Vasiṣṭha 

2v.8 Manu 

2v.11 Pariśiṣṭa 

3r.1 Saṃgrahakāra 

3r.2 Devala 

3r.6 Manu 

3v.1 Yājñavalkya 

3v.1 Manu 

3v.4 Āpastamba 

3v.4 Vāyupurāṇa 

3v.5 Kātyāyana 

3v.6 Yājñavalkya 

3v.7 Brahmapurāṇa 

3v.8 Manu 

3v.12 Vasiṣṭha 

4r.3 Manu 

4r.5 Śātātapa 

4r.6 Bṛhaspati 

4r.8 Jamadagni 

4r.10 Manu 

4r.10 Gautama 

4v.1 Yājñavalkya 

4v.3 Manu 

4v.5 Yajñavalkya 

4v.6 Manu 

4v.10 Āpastamba 

4v.11 Yājñavalkya 

4v.12 Vyāsa 

5r.3 Yājñavalkya 

5r.3 śruti 

5r.4 Vasiṣṭha 

5r.5 Manu 

5r.6 Hārīta 

5r.6 Yājñavalkya 

5r.7 Manu 

5r.8 Yājñavalkya 

5r.9 smṛtyantara 

5r.12 Manu 

5r.13 Yājñavalkya 

5v.5 Manu 

5v.6 Viṣṇupurāṇa 

5v.8 Pitāmaha 

5v.9 Viṣṇu 

5v.10 Aṅgiras 

5v.13 Yājñavalkya 

6r.1 Yama 

6r.2 Devala 

6r.3 Manu 

6r.8 Viṣṇupurāṇa 

6r.8 Bṛhaspati 

6r.9 Hārīta 

6r.10  Govindāhnika 

6r.13 Pracetas 

6v.1 Āpastamba 

6v.1 Bharadvāja  

  (Read Bhāradvāja) 

6v.2 Yamanajātaka 

  (Read Yavanajātaka) 

6v.3 Yājñavalkya 

6v.3 Dakṣa 

6v.6 Śātātapa 

6v.7 Viṣṇupurāṇa 

6v.8 Viṣṇu 

6v.10 Dakṣa 

6v.10 Viṣṇupurāṇa 

6v.12 Ādityapurāṇa 

6v.13 Dakṣa 

7r.1 Ādityapurāṇa 

7r.2 Devala 

7r.4 Manu 

7r.7 Manu 

7r.8 Baudhāyana 

7r.9 Pārijāta 

7r.11 Vṛddhaparāśara 

7r.12 Pracetas 

7r.12 Parāśara 

7v.1 Āpastamba 

7v.2 Yogīśvara 

7v.3 Manu 

7v.4 Dakṣa 

7v.5 Bhāradvāja 

7v.6 Dakṣa 

7v.7 Yājñavalkya 

7v.8 Paiṭhīnasi 

7v.9 Yājñavalkya 

7v.10 Mārkaṇḍeya 

7v.11 Hārīta 

7v.13 Hārīta 

7v.13 Kātyāyana 

8r.1 Mārkaṇḍeya 

8r.2 Hārīta 
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8r.2 Govindāhnika 

8r.3 Yama 

8r.6 Yājñavalkya 

8r.7 Baudhāyana 

8r.8 Aṅgiras 

8r.9 Bṛhaspati 

8r.11 Sākhyāyana  

  (Read Śāṅkhāyana ) 

8r.13 Baudhāyana 

8v.1 Āpastamba 

8v.2 Viṣṇu 

8v.3 Devala 

8v.5 Pārijāta 

8v.7 Sāṃkhyāyana  

  (Read Śāṅkhāyana ) 

8v.9 Viṣṇu 

8v.13 Viṣṇu 

8v.13 Kūrmapurāṇa 

9r.1 Kātyāyana 

9r.2 Viṣṇu 

9r.3 Viṣṇu 

9r.4 Garga 

9r.5 Mārkaṇḍeya 

9r.6 Kātyāyana 

9r.6 Mahābhārata 

9r.8 Yama 

9r.9 Nārada 

9r.11 Śaka  

(Read Śaṅkha?) 

9v.2 Kātyāyana 

9v.6 Marīci 

9v.7 Yājñavalkya 

9v.8 Vārāhapurāṇa  

  (Read Varāhapurāṇa) 

9v.9 Vyāsa 

9v.10 Mārkaṇḍeya 

9v.11 Yogīśvara 

     (= Yājñavalkya) 

9v.12 Yogayājñavalkya 

9v.13 Yājñavalkya 

10r.1 Smṛtisaṃgraha 

10r.1 Śaṅkha 

10r.2 Kātyāyana 

10r.7 Hariharabhāṣya 

10r.11 Kāṇva 

10r.12 Padmapurāṇa 

10r.12 Parāśara 

10r.14 Manu 

10v.3 Manu 

10v.6 Yājñavalkya 

10v.10 Bhaviṣyapurāṇa 

10v.11 Viṣṇupurāṇa 

10v.12 Brahmapurāṇa 

10v.13 Dakṣa 

11r.2 Śaṅkha 

11r.7 Yogayājñavalkya 

11r.11 Yogayājñavalkya 

11v.5 Jābāli 

11v.6 Viṣṇu 

11v.9 Matsyapurāṇādi 

11v.10 Vāmanapurāṇa 

11v.12 Govindāhnika 

11v.13 Ācāratilaka 

12r.1 Mārkaṇḍeya 

12r.3 Brahmapurāṇa 

12r.3 Parāśara 

12r.4 Kāmadhenu 

12r.5 Yājñavalkya 

12r.10 Divākarāhnika 

12v.5 Viṣṇupurāṇa 

12v.7 Parāśara 

12v.8 Vyāsa 

12v.9 Manu 

13r.1 Govindāhnika 

13r.9 Pārijāta 

13r.13 Taittirīyaśākhā 

13v.1 Śaṅkha 

13v.6 Vyāsa 

13v.7 Brahmapurāṇa 

13v.9 Brahmāṇḍapurāṇa 

13v.14 Śātātapa 

14r.1 Brahmapurāṇa 

14r.2 Brahmāṇḍapurāṇa 

14r.4 Vyāsa 

14r.5 Saṃvarta 

14r.6 Divākarāhnika 

16r.1 Manu 

16r.3 Yogayājñavalkya 

16r.4 Brahmāṇḍapurāṇa 

16r.6 Nārāyaṇa 

16r.8 Divākaramata 

16v.9 Yama 

17v.4 Śaṅkha 

17v.5 Divākarāhnika 

17v.6 Pārijāte Vyāsa  

17v.8 Kaśyapa 
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17v.10 purāṇa 

17v.11 Kaśyapa 

17v.12 Devala 

17v.13 Vyāsa 

18r.1 Kūrmapurāṇa 

18r.3 Vyāsa 

18r.4 Yogayājñavalkya 

18r.7 Divākarāhnika- 

mata 

19r.3 Pārijāte Manu 

19r.4 Yogayājñavalkya 

19r.7 Bṛhaspati 

19r.10 Vasiṣṭha 

19r.11 Brahmapurāṇa 

19v.7 Dakṣa 

19v.12 Divākarāhnika 

21r.5 Pārijāta 

21r.6 Pārijāta 

21r.7 Yama 

21r.8 Yājñavalkya 

21r.13 Manu 

21v.3 Śaunaka 

21v.5 Gobhila 

21v.5 Pārijāta 

21v.11 Kātyāyana 

21v.13 Garga 

22r.1 Baudhāyana 

22r.2 Bhaviṣyottara 

22r.5 Vasiṣṭha 

22r.7 Vyāsa 

22r.8 Pariśiṣṭa 

22r.9 smṛtyantara 

22v.2 Yājñavalkya 

22v.4 Manu 

22v.6 Dakṣa 

22v.6 Manu 

22v.7 Yajñavalkya 

22v.9 Pāṇinīyaśikṣā 

22v.10 Parāśara 

22v.12 Yama 

22v.13 Manu 

22v.13 Yājñavalkya 

23r.1 Manu 

23r.6 Uśanas 

23r.6 Yājñavalkya 

23r.13 Manu 

23v.6 Devala 

23v.10 Hārīta 

23v.11 Yājñavalkya 

24r.4 Yājñavalkya 

24r.6 Nṛsiṃhapurāṇa  

 (Read Narasiṃhapurāṇa) 

24r.7 Pāraskara 

24r.12 Saṃvarta 

24v.2 Bṛhaspati 

24v.2 Vasiṣṭḥa 

24v.5 Viṣṇupurāṇa 

24v.6 Gautama, Śaṅkha-

Likhita 

24v.7 Paiṭhīnasi 

24v.8 Mārkaṇḍeya-

purāṇa 

24v.9 Hārīta 

24v.10 Manu 

24v.12 Manu 

24v.13 Yājñavalkya 

25r.1 Manu 

25r.4 Śaṅkha 

25r.4 Viṣṇu 

25r.5 Devīpurāṇa 

25r.6 Viṣṇu 

25r.7 Yājñavalkya 

25r.8 Mārkaṇḍeya-

purāṇa 

25r.10 Skanda 

25r.11 Viṣṇu 

25r.12 Manu 

25v.1 Yama, Śātātapa, 

Vyāsa 

25v.4 Bṛhaspati 

25v.6 Vyāsa 

25v.6 Mārkaṇḍeya-

purāṇa 

25v.9 Devala 

25v.10 Manu 

25v.13 Viṣṇu 

25v.13 Viṣṇupurāṇa 

26r.2 Vasiṣṭha 

26r.3 Āpastamba 

26r.9 Matsyapurāṇa 

26v.3 Āpastamba 

26v.6 Manu 

26v.7 Kaśyapa 

26v.8 Yājñavalkya 

26v.10 Manu 

26v.11 Manu 
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27v.2 Sumantu 

27v.6 Manu 

27v.8 Āpastamba 

27v.9 Baudhāyana 

27v.12 Baudhāyana 

28r.1 Baudhāyana 

28r.4 Yājñavalkya 

28r.8 Vasiṣṭha 

28r.11 Paiṭhīnasi 

28r.13 Śaṅkha 

28v.8 Vasiṣṭha 

28v.10 Yājñavalkya 

28v.12 Vyāsa 

29r.1 Yājñavalkya 

29r.2 Kātyāyana 

29r.3 Nārada 

29r.6 Manu 

29r.8 Śaunaka 

29r.9 Śaunakamata 

29r.13 Manu 

29v.3 Paiṭhīnasi 

29v.4 Yājñavalkya 

29v.6 Yājñavalkya 

29v.7 Nārada 

29v.13 Nārada 

30r.2 Kātyāyana 

30r.7 Manu 

30r.9 Baudhāyana 

30r.10 Viṣṇu 

30r.11 Manu 

30r.12 Yama 

30v.1 Baudhāyana 

30v.5 Saṃvarta 

30v.6 Kaśyapa 

30v.7 Yājñavalkya 

30v.8 Nārada 

31r.3 Vasiṣṭha 

31r.5 Vasiṣṭha, Yama 

31r.8 Nārada 

31r.10 Manu 

31r.11 Vasiṣṭha 

31r.12 Nārada 

31r.13 Kātyāyana 

31v.1 Nārada 

31v.2 Manu 

31v.4 Manu 

31v.5 Śātātapa 

31v.6 Manu 

31v.8 Yājñavalkya 

31v.12 Manu 

31v.14 Yājñavalkya 

32r.5 Hārīta 

32r.6 Hārīta 

32r.8 Devala 

32r.10 Manu 

32r.12 Kaśyapa 

32v.3 Nārada, Manu 

32v.4 Manu 

32v.5 Manu 

32v.9 Vatsa 

  (Read Vyāsa) 

32v.11 Yājñavalkya 

32v.13 Varāha 

33r.2 Rājamārtaṇḍa 

33r.3 Ratnamālā 

33r.5 Varāha 

34r.10 Pāraskara 

34r.11 Vyāsa 

34r.12 Garga 

34v2 Manu, Śātātapa 

34v.3 Vasiṣṭha 

34v.4 Chaṃdogapariśiṣṭa-

kātyāyana 

34v.10 Sumantu 

34v.11 Vṛddhavasiṣṭha 

34v.12 Hārīta 

34v.13 Samantu  

 (Read Sumantu) 

35r.3 Kātyāyana 

35r.5 smṛtyantara 

35r.12 Jyotiḥśāstra 

35v.3 Manu 

35v.4 Kātyāyāna 

35v.8 Taittirīya-

brāhmaṇa 

35v.9 śruti 

35v.10 smṛtyantara 

35v.12 Smṛtyarthasāra 

36r.2 Kātyāyana 

36r.4 Baudhāyana 

36r.9 Hārīta 

36r.14 Smṛtyarthasāra 

37r.1 Maṇḍanamiśra 

37r.11 Sureśvara 

37r.6 Maṇḍanamiśra 

37v.2 Manu 
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37v.4 Yājñavalkya 

37v.6 Devala 

37v.8 Yājñavalkya 

37v.10 Manu 

37v.11 Yājñavalkya 

37v.12 Manu 

37v.13 Yājñavalkya 

38r.1 Manu 

38r.7 Manu 

38r.9 Yājñavalkya 

38r.10 Manu 

38r.12 Skanda 

38v.7 Yājñavalkya 

38v.8 Śaṅkha 

38v.11 Manu 

39r.4 Hārīta 

39r.6 Mahābhārata 

39r.7 Paiṭhīnasi 

39r.10 Uśanas 

39r.10 Viṣṇu 

39r.13 Hārīta 

39r.14 Vyāsa 

40r.1 Viṣṇu 

40r.2 Manu 

40r.3 Viṣṇupurāṇa 

40r.5 Viṣṇu 

40r.6 Uddharaṇa-

paddhati 

40r.7 Skandapurāṇa 

40r.9 Vyāsa 

40v.5 Vyāsa 

40v.6 Hārīta 

40v.7 Varāhapurāṇa 

40v.9 Yājñavalkya 

40v.10 Narasiṃhapurāṇa 

41r.1 Yājñavalkya 

41r.2 Aṣṭāṅgahṛdaya 

41r.3 Viṣṇupurāṇa 

41r.5 Nārada 

41r.5 Mahābhārata 

41r.7 Mārkaṇḍeya 

41r.8 Nārada 

41v.1 Bhāradvāja 

41v.6 Manu 

41v.8 Yājñavalkya 

41v.10 Manu 

41v.11 Devala 

41v.13 Manu 

42r.3 Manu 

42r.6 Manu 

42r.7 Vyāsa 

42r.8 Nārada 

42r.11 Manu 

42r.12 Yama 

42v.1 Hārīta 

42v.3 Bṛhaspati 

42v.4 Manu 

42v.7 Yājñavalkya 

42v.8 Manu 

42v.9 Yājñavalkya 

42v.9 Manu 

42v.10 Hārīta 

42v.11 Yājñavalkya 

43r.1 Manu 

43r.2 Arthaśāstra 

43r.8 Brahmapurāṇa 

43v.1 Manu 

43v.6 Viṣṇu 

43v.8 Vasiṣṭha 

43v.9 Manu 

44r.1 Nārada 

44r.3 Manu 

44r.10 Hārīta 

44r.12 Yājñavalkya 

44r.13 Yājñavalkya 

44v.1 Bṛhaspati 

44v.2 Manu 

44v.3 Bṛhaspati 

44v.4 Parāśara 

44v.5 Gautama 

44v.6 Yājñavalkya 

44v.12 Manu 

45r.6 Dakṣa 

45r.9 Kātyāyana 

45v.2 Chāndogapariśiṣṭa 

45v.4 Kauśika 

45v.5 Śaṅkha 

45v.8 Hārīta 

45v.12 Kauśika 

46r.6 Vasiṣṭha 

46r.7 Yogayājñavalkya 

46r.9 Yogayājñavalkya 

46r.11 Yogayājñavalkya 

46v.12 Divākarāhnika 

46v.7 Vasiṣṭha 

47r.13 Divākarāhnika 
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47v.2 Narasiṃhapurāṇa 

47v.3 Sankhāyanagṛhya  

(Read Śāṅkhāyanagṛhya) 

47v.4 Brahma-

dattabhāṣya 

47v.4 Jābāli 

47v.6 Baudhāyana 

47v.7 Divākarāhnika 

47v.13 Divākara  

48v.7 Aṅgiras 

48v.7 Yogayājñavalkya 

48v.13 Yogayājñavalkya 

49r.1 Devala 

49r.3 Bharadvāja  

  (Read Bhāradvāja) 

49r.4 Pārāśara  

  (Read Parāśara) 

49r.5 Yogayājñavalkya 

49r.6 Bharadvāja  

  (Read Bhāradvāja) 

49r.7 Paiṭhīnasi 

49r.8 Garga 

49r.9 Paiṭhīnasi 

49r.10 Mārkaṇḍeya 

49v.3 Devala 

49v.5 Bhaviṣyapurāṇa 

49v.5 Brahmapurāṇa 

49v.7 Devala 

49v.9 Vyāghrapāda 

49v.10 Vasiṣṭha 

49v.11 Smṛtisaṃgraha 

49v.13 Yājñavalkya 

50r.2 Parāśara 

50r.4 smṛti  

     (= Parāśarasmṛti?) 

50r.4 Aṅgiras 

50r.5 Yama 

50r.6 Jātūkarṇa  

  (Read Jātūkarṇya) 

50r.7 Parāśara 

50r.11 Saṃgrahakāra  

50r.12 Vṛddhaśātātapa 

50r.13 Śātātapa 

50r.14 Ṣaṭṭriṃśanmata 

50v.1 Bṛhaspati 

50v.2 Parāśara 

50v.3 Pulastya 

50v.4 Bhaviṣyapurāṇa 

50v.5 Yama 

50v.8 Viṣṇu 

50v.11 Yama 

50v.13 Mārkaṇḍeya 

51r.1 Vṛddhavasiṣṭḥa 

51r.2 Mārkaṇḍeya 

51r.4 Brahmāṇḍapurāṇa 

51r.5 Garga 

51r.7 Garga 

51r.9 Pracetas 

51r.10 Manu 

51r.11 Kātyāyana 

51r.13 Ṣaṭṭriṃśanmata 

51v.2 Kūrmapurāṇa 

51v.3 Govindāhnika 

51v.4 Kātyāyana 

51v.6 Divākara 

51v.7  Śātātapa 

51v.9 Devala 

51v.10 Bhṛgu 

51v.11 Śātātapa 

51v.12 Satyatapas 

52r.1 Divākara  

52r.2 Kātyāyana 

52r.3 Yogayājñavalkya 

52r.4 Jātūkarṇya 

52r.5 Baudhāyana, 

Yogīśvara 

52r.6 Viṣṇupurāṇa 

52r.9 Kātyāyana 

52r.9 Manu 

52r.12 Yogayājñavalkya 

53v.5 Śaunaka 

53v.10 Hariharabhāṣya 

54r.3 Bṛhaspati 

54r.5 Kūrmapurāṇa 

54r.7 Manu 

54r.9 Gautama 

54v.1 Yama 

54v.2 Laghuhārīta 

54v.3 Uddharaṇa 

54v.6 Bṛhaspati 

54v.7 Viṣṇupurāṇa 

54v.11 Yogayājñavalkya 

54v.11 Kūrmapurāṇa 

55r.1 Yogayājñavalkya 

55r.3 Kūrmapurāṇa 

55r.4 Yogayājñavalkya 
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55r.6 Kārṣṇājini 

55r.6 Hārīta 

55r.8 Pitāmaha 

55r.9 Yogayājñavalkya 

55r.11 Kūrmapurāṇa 

55r.12 Gobhila 

55r.13 Mārīca  

55v.1 Smṛtyarthasāra 

55v.6 Kārṣṇājini 

55v.8 Viṣṇu 

55v.9 Hārīta 

55v.10 Yogayājñavalkya 

55v.11 Gobhila 

55v.13 Mārīca 

55v.14 Satyatapas 

56r.4 Hariharabhāṣya 

57r.2 Yogayājñavalkya 

57r.4 Mārīca 

57r.5 Marīci 

57v9 Divākarāhnika 

58r8 Parāśara 

58r.9 Śaṅkha 

58r.12 Viṣṇupurāṇa 

58v.3 Yama 

58v.4 Śaṅkha 

58v.5 Hārīta 

58v.6 Yama 

58v.7 Yogayajñavalkya 

59r.3 Divākarāhnika 

59v.4 Yājñavalkya 

59v.7 Hārīta 

59v.8 Kūrmapurāṇa 

59v.10 Hārīta 

59v.13 Padmapurāṇa 

60r.1 Yogayājñavalkya 

60r.3 Yājñavalkya 

60v.1 Nṛsiṃhapurāṇa  

 (Read Narasiṃhapurāṇa) 

60v.12 Garuḍapurāṇa 

60v.13 Skandapurāṇa 

61r.1 Viṣṇudharma 

61r.5 Dīpikā 

61r.6 Devīpurāṇa 

61r.7 Viṣṇupurāṇa 

61r.10 Saṃvarta 

61r.11 Jābāla  

61r.12 Manu 

61v.1 Yama 

61v.2 Manu 

61v.4 Baudhāyana 

61v.4 Manu 

61v.6 Manu 

61v.8 Manu 

61v.10 Smṛtilīlā 

61v.13 Kātyāyana 

62r.1 Manu 

62r.4 Kātyāyana 

62r.5 Vyāsa 

62r.7 Parisiṣṭa  

  (Read Pariśiṣṭa) 

62r.9 Baudhāyana 

62r.11 Manu 

62v.2 Bhūpālapaddhati 

62v.4 Śātātapa 

62v.5 Jamadagni 

62v.8 Manu 

62v.10 Vasiṣṭha 

62v.11 Vyāsa 

63r.2 Devala 

63r.3 Laukākṣī  

  (Read Laugākṣī) 

63r.8 Paiṭhīnasi 

63r.12 Mārkaṇḍeya 

63v.2 Laugākṣī 

63v.3 Manu 

63v.4 Śālaṃkāyana 

  (Read Śāṅkhyāyana) 

63v.6 Ṣaṭṭriṃśanmata 

63v.7 Vṛddhagautama 

63v.7 Vasiṣṭha 

63v.10 Matsyapurāṇa 

63v.12 Bhaviṣyapurāṇa 

63v.13 Udharaṇapaddhati  

(Read Uddharaṇa˚) 

64r.13 Manu 

64r.14 Aṣṭāṅgahṛdaya 

64v.1 Mārkaṇḍeya-

purāṇa 

64v.2 Baudhāyana 

64v.2 Manu 

64v.6 Viṣṇupurāṇa 

64v.6 Yama 

64v.7 Yājñavalkya 

64v.7 Śātātapa 

64v.8 Āpastamba 

64v.10 Yama 
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64v.10 Vasiṣṭha 

64v.11 Śātātapa 

64v.12 Viṣṇupurāṇa 

64v.13 Vaiyāghrapadya 

65r.2 Viṣṇu 

65r.6 Manu 

65r.7 Yājñavalkya 

65r.8 Chaṃdogapariśiṣṭa- 

 kātyāyana 

65r.9 Matsyapurāṇa 

65r.10 Padmapurāṇa 

65r.11 Mārkaṇḍeya-

purāṇa 

65r.12 Govindāhnika 

65v.8 Baudhāyana 

65v.8 Manu 

65v.12 Yama 

65v.13 Vasiṣṭha 

66r.1 Mārkaṇḍeya 

66r.2 Brahmapurāṇa 

66r.4 Govindāhnika 

66r.5 Yājñavalkya 

66r.7 Baudhāyana 

66r.7 Yama 

66r.9 Manu 

66r.10 Yama 

66r.11 Devala 

66r.12 Aṣṭāṅgahṛdaya 

66v.1 Bṛhaspati 

66v.2 Devala 

66v.3 Mahābhārata 

66v.4 Manu 

66v.5 Manu 

66v.6 Vyāsa 

66v.7 Pracetas 

66v.8 Brahmapurāṇa 

66v.9 Manu, Vyāsa 

66v.13 Manu 

67r.1 Manu 

67r.2 Viṣṇupurāṇa 

67r.4 Vāvanapurāṇa  

  (Read Vāmanapurāṇa) 

67r.5 Manu 

67r.7 Śaṅkha 

67r.7 Viṣṇupurāṇa 

67r.10 Chaṃdogapariśiṣṭa-

kātyāyana 

67r.11 Āpastamba 

67r.12 Hārīta 

67r.12 Manu 

67v.1 Vṛddhamanu 

67v.6 Padmapurāṇa 

67v.8 Atri 

67v.9 Baudhāyana 

67v.10 Hārīta 

67v.11 Mārkaṇḍeya 

67v.12 Udharaṇa,  

 (Read Uddharṇa)  

 Divākara  

68r.7 Baligovindāhnika 

68r.7 Baudhāyana 

68r.8 Manu 

68r.11 Mārkaṇḍeya 

68r.11 Brahmapurāṇa 

68r.13 Yājñavalkya 

68v.3 Mārkaṇḍeya 

68v.5 Atri 

68v.6 Mārkaṇḍeya 

68v.7 Śaunaka 

68v.9 Bhaviṣyapurāṇa 

68v.10 Viṣṇupurāṇa 

68v.13 Āthapastaṃba  

  (Read Āpastamba) 

69r.1 Padmapurāṇa 

69r.3 Ādityapurāṇa 

69r.4 Baudhāyana 

69r.5 Pulastya 

69r.6 Atri 

69r.7 Vṛddhaśātātapa 

69r.8 Yājñavalkya 

69r.9 Aṅgiras 

69r.10 Vṛddhaparāśara 

69v.5 Manu 

69v.7 Padmapurāṇa 

69v.8 Devala 

69v.9 Āpastamba 

69v.11 Brahmapurāṇa 

70r.5 Mahābhārata 

70r.5 Brahmapurāṇa 

70r.7 Viṣṇupurāṇa 

70r.8 Śaṅkha-Likhita 

70r.9 Hārīta 

70r.11 Yama 

70r.13 Mahābhārata 

70v.1 Manu 

70v.2 Bṛhaspati 
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70v.3 Manu 

70v.3 Vasiṣṭha 

70v.4 Aṅgiras 

70v.6 Brahmapurāṇa 

70v.7 Baudhāyana 

70v.8 Uddharaṇa-

paddhati 

70v.10 Pulastya 

70v.12 Devala 

70v.13 Gadyavyāsa 

71r.1 Vyāsa 

71r.2 Govindāhnika 

71r.3 Vṛddhaparāśara 

71r.4 Hārīta 

71r.6 Pārijāta 

71r.6 Devala 

71r.8 Yājñavalkya 

71r.10 Devala 

71r.10 Brahmapurāṇa 

71r.11 Vyāsa 

71r.14 Dhāreśvara 

71v.3 Viṣṇupurāṇa 

71v.9 Vyāsa 

71v.10 Mārkaṇḍeya 

71v.11 Yājñavalkya 

71v.12 Gautama 

71v.13 Parāśara 

71v.14 Ṣaṭṭriṃśanmata 

71v.14 Govindāhnika 

72r.2 Gotama  

  (Read Gautama) 

72r.3 Paiṭhīnasi 

72r.5 Yājñavalkya 

72r.7 Manu 

72r.8 Hārīta 

72r.9 Vasiṣṭha 

72r.11 Aṅgiras 

72r.12 Bhaviṣyapurāṇa 

72r.14 Yājñavalkya 

72v.2 Devala 

72v.3 Aṅgiras 

72v.4 Hārīta 

72v.5 Parāśara 

72v.5 Yama 

72v.8 Viṣṇu 

72v.14 Manu 

73v.3 Yama 

73v.5 Yama 

73v.6 Śaṅkha 

73v.7 Aṅgiras 

73v.8 Hārīta 

73v.11 Ādityapurāṇa 

73v.12 Manu, Yama 

73v.13 Śātātapa 

73v.14 Manu 

74r.1 Yama 

74r.1 Manu 

74r.3 Yājñavalkya 

74r.6 Hārīta 

74r.8 Manu 

74r.9 Yama 

74r.10 Brahmapurāṇa 

74r.12 Bhaviṣyapurāṇa 

74r.13 Brahmapurāṇa 

74r.14 Manu 

74v.3 Hārīta 

74v.4 Brahmapurāṇa 

74v.5 Manu 

74v.10 Yājñavalkya 

74v.11 Devala 

74v.14 Yama 

75r.1 Śaṅkha 

75r.4 Hārīta 

75r.6 Manu, Yama 

75r.7 Yama 

75r.9 Manu 

75r.10 Paiṭhīnasi 

75r.10 Devala 

75r.11 Śaṅkha 

75v.1 Devala 

75v.3 Manu, Viṣṇu 

75v.4 Manu 

75v.5 Yama 

75v.8 Yama 

75v.8 Āpastamba 

75v.11 Manu 

75v.13 Manu 

75v.13 Yājñavalkya 

76r.1 Dakṣa 

76r.1 itihāsapurāṇādi 

76r.6 Divākarāhnika 

76r.7 Yājñavalkya 

76r.8 Dakṣa 

76r.10 Brahmapurāṇa 

76r.13 Viṣṇu 

76r.13 Vyāsa 
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76v.3 Mārkaṇḍeya 

76v.4 Pracetas 

76v.9 Yājñavalkya 

76v.10 Manu 

76v.13 Manu 

76v.14 Vasiṣṭha 

76v.14 Hārīta 

77r.2 Viṣṇupurāṇa 

77r.5 Devala 

77r.6 Parāśara 

77r.10 smṛtyantara 

77r.11 Marīci 

77v.7 Yājñavalkya 

77v.8 Yama 

77v.9 Ādipurāṇa 

77v.11 Hārīta 

77v.14 Bṛhanmanu 

78r.2 Śaṅkha 

78r.3 Jaimini 

78r.4 Saṃvarta 

78r.6 Aṅgiras 

78r.6 Paiṭhīnasi 

78r.8 Vyāsa 

78r.9  Vṛddhayājñavalkya 

78r.11 Śaṅkha 

78r.12 Manu 

78v.1 Kaśyapa 

78v.3 Yama 

78v.3 Laugākṣi 

78v.4 Yājñavalkya 

78v.5 Yājñavalkya 

78v.10 Vasiṣṭha 

78v.11 Manu 

78v.14 Yājñavalkya 

79r.1 Vasiṣṭha 

79r.3 Marīci 

79r.6 Aṅgiras 

79r.7 Vyāghrapāda 

79r.13 Viśvarūpa 

79r.13 Dhāreśvara 

79v.1 Medhātithi 

79v.1 Vijñāneśvara 

79v.2 Āṅgirasa-

Ṛṣyaśṛṅga 

79v.3 Manu 

79v.5 Yājñavalkya 

79v.12 Manu 

80r.1 Yājñavalkya 

80r.3 Gautama 

80r.5 Manu 

80v.3 Yājñavalkya 

80v.6 Pārijāta 

80v.9 Kātyāyana 

80v.10 Maitrāyaṇīya- 

pariśiṣṭa 

81r.4 Gobhila 

81r.5 Kārṣṇājini 

81r.7 Narādīyapurāṇa  

  (Read Nāradīyapurāṇa) 

81r.10 Gobhila 

81r.13 Nārada 

82v.5 Brahmāṇḍapurāṇa 

82v.10 Yājñavalkya 

83r.6 Manu 

84r.1 Bṛhaspati 

84v.7 Manu 

84v.8 Śātātapa 

84v.9 Kātyāyana 

84v.14 Sumantu 

85r.1 Sumantu 

85v.1 Manu 

85v.2 Kātyāyana 

85v.5 Prajāpati 

85v.6 Yama 

85v.9 Kātyāyana 

85v.10 Sumantu 

86r.6 Viṣṇupurāṇa 

86r.9 Manu 

86v.8 Baudhāyana 

86v.9 Saṃgrahakāra 

87r.1 Vasiṣṭha 

87r.3 Bhṛgu 

87r.9 Pārijāta 

87v.5 smṛtyantara 

87v.6 Bhṛgu 
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７．引用・固有名詞索引（書名，著者名，学派名等） 

 

Veda 

śruti  2v.2; 5r.3; 35v.9 

Taittirīyabrāhmaṇa  35v.8 

Taittirīyaśākhā（Taittirīya 学派） 13r.13 

 

Gṛhyasūtra 

Kauśikasūtra 45v.4; 45v.12 

Gobhilagṛhyasūtra 21v.5; 55r.12; 55v.11; 81r.4; 81r.10 

Jaiminigṛhyasūtra  78r.3  

Pāraskaragṛhyasūtra 24r.7; 34r.10 

Śāṅkhāyanagṛhyasūtra 8r.11; 8v.7; 47v.3; 63v.4 

Hariharabhāṣya 10r.7; 53v.10; 56r.4  

(ad Pāraskaragṛhyasūtra) 

 

Pariśiṣṭa 

Chandogapariśiṣṭa  → Kātyāyana  

Maitrāyaṇīyapariśiṣṭa  80v.10 

pariśiṣṭa  22r.8; 62r.7 

 

叙事詩 

Mahābhārata   9r.6; 39r.6; 41r.5; 66v.3; 70r.5; 70r.13 

 

Dharmasūtra 

Āpastambadharmasūtra 3v.4; 4v.10; 6v.1; 7v.1; 8v.1; 26r.3; 26v.3; 27v.8; 64v.8; 

67r.11; 68v.13; 69v.9; 75v.8 

Gautamadharmasūtra   2v.6; 4r.10; 24v.6; 44v.5; 54r.9; 71v.12; 72r.2; 80r.3 

Baudhāyanadharmasūtra   7r.8; 8r.7; 8r.13; 22r.1; 27v.9; 27v.12; 28r.1; 30r.9; 30v.1; 

36r.4; 47v.6; 52r.5; 61v.4; 62r.9; 64v.2; 65v.8; 66r.7; 67v.9; 
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68r.7; 69r.4; 70v.7; 86v.8 

Bhāradvājadharmasūtra 6v.1; 7v.5; 41v.1; 49r.3; 49r.6 

Laghuhārītadharmasūtra 54v.2 

Vasiṣṭhadharmasūtra 2v.7; 3v.12; 5r.4; 19r.10; 22r.5; 24v.2; 26r.2; 28r.8; 28v.8; 

31r.3; 31r.5; 31r.11; 34v.3; 43v.8; 46r.6; 46v.7; 49v.10; 

62v.10; 63v.7; 64v.10; 65v.13; 70v.3; 72r.9; 76v.14; 78v.10; 

79r.1; 87r.1 

Vṛddhagautamadharmasūtra  63v.7 

Vṛddhavasiṣṭhadharmasūtra  34v.11; 51r.1 

Hārītadharmasūtra 5r.6; 6r.9; 7v.11; 7v.13; 8r.2; 23v.10; 24v.9; 32r.5; 32r.6; 

34v.12; 36r.9; 39r.4; 39r.13; 40v.6; 42v.1; 42v.10; 44r.10; 

45v.8; 55r.6; 55v.9; 58v.5; 59v.7; 59v.10; 67r.12; 67v.10; 

70r.9; 71r.4; 72r.8; 72v.4; 73v.8; 74r.6; 74v.3; 75r.4; 

76v.14; 77v.11 

 

書名，著者名など（～smṛti 類はここに入れた。） 

Aṅgiras 5v.10; 8r.8; 48v.7; 50r.4; 69r.9; 70v.4; 72r.11; 72v.3; 73v.7; 78r.6; 

79r.6 

Atri 67v.8; 68v.5; 69r.6 

Arthaśāstra 43r.2 

Aṣṭāṅgahṛdaya 41r.2; 64r.14; 66r.12 

Āṅgirasa-Ṛṣyaśṛṅga 79v.1 

Ācāratilaka 11v.13 

Uddharaṇapaddhati 40r.6; 54v.3; 63v.13; 67v.12; 70v.8 

Uśanas 23r.6; 39r.10 

Kaśyapa 17v.8; 17v.11; 26v.7; 30v.6; 32r.12; 78v.1 

Kāṇva 10r.11 

Kātyāyana (Chandogapariśiṣṭa)  3v.5; 7v.13; 9r.1; 9r.6; 9v.2; 10r.2; 21v.11; 29r.2; 30r.2; 

31r.13; 34v.4; 35r.3; 35v.4; 36r.2; 45r.9; 45v.2; 51r.11; 51v.4; 

52r.2; 52r.9; 61v.13; 62r.4; 65r.8; 67r.10; 80v.9; 84v.9; 85v.2; 
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85v.9 

Kāmadhenu 12r.4 

Kārṣṇājini 55r.6; 55v.6; 81r.5 

Gadyavyāsa  70v.13 

Garga 9r.4; 21v.13; 34r.12; 49r.8; 51r.5; 51r.7 

Govindāhnika 6r.10; 8r.2; 11v.12; 13r.1; 51v.3; 65r.12; 66r.4; 71r.2; 71v.14 

Jamadagni 4r.8; 62v.5 

Jātūkarṇya  50r.6; 52r.4 

Jābāla 61r.11 

Jābāli 11v.5; 47v.4 

jyotiḥśāstra  35r.12 

Dakṣa 6v.3; 6v.10; 6v.13; 7v.4; 7v.6; 10v.13; 19v.7; 22v.6; 45r.6; 76r.1; 

76r.8 

Divākarāhnikamata 12r.10; 14r.6; 16r.8; 17v.5; 18r.7; 19v.12; 46v.12; 47r.13; 47v.7; 

47v.13; 51v.6; 52r.1; 57v.9; 59r.3; 67v.12; 76r.6 

Dīpikā  61r.5 

Devala 3r.2; 6r.2; 7r.2; 8v.3; 17v.12; 23v.6; 25v.9; 32r.8; 37v.6; 41v.11; 
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Vyāghrapāda  49v.9; 64v.13; 79r.7 
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25v.6; 28v.12; 32v.9; 34r.11; 39r.14; 40r.9; 40v.5; 62v.11; 66v.6; 

66v.9; 71r.1; 71v.9; 76r.13; 78r.8 

Śaṅkha   9r.11(?); 10r.1; 11r.2; 13v.1; 17v.4; 25r.4; 28r.13; 38v.8; 45v.5; 

58r.9; 58v.4; 67r.7; 73v.6; 75r.1; 75r.11; 78r.2; 78r.11 
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Śātātapa   4r.5; 6v.6; 13v.14; 25v.1; 31v.5; 34v2; 50r.13; 51v.7; 51v.11; 
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Smṛtyarthasāra 35v.12; 36r.14; 55v.1 
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Purāṇa 

Ādipurāṇa 77v.9 

Ādityapurāṇa  6v.12; 7r.1; 69r.3; 73v.11 

itihāsapurāṇādi 76r.1 

Kūrmapurāṇa 8v.13; 18r.1; 51v.2; 54r.5; 54v.11; 55r.3; 55r.11; 59v.8 

Garuḍapurāṇa 60v.12 

Devīpurāṇa 25r.5; 61r.6 

Narasiṃhapurāṇa 24r.6; 40v.10; 47v.2; 60v.1 

Nāradīyapurāṇa 81r.7 

Padmapurāṇa   10r.12; 59v.13; 65r.10; 67v.6; 69r.1; 69v.7 

Brahmapurāṇa   3v.7; 10v.12; 12r.3; 13v.7; 14r.1; 19r.11; 43r.8; 49v.5; 66r.2; 66v.8; 
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68r.11; 69v.11; 70r.5; 70v.6; 71r.10; 74r.10; 74r.13; 74v.4; 76r.10 

Brahmāṇḍapurāṇa 13v.9; 14r.2; 16r.4; 51r.4; 82v.5 

Bhaviṣya-/Bhaviṣyottara-purāṇa 10v.10; 22r.2; 49v.5; 50v.4; 63v.12; 68v.9; 72r.12; 

74r.12 

Matsyapurāṇa   2r.1; 11v.9; 26r.9; 63v.10; 65r.9 

Mārkaṇḍeyapurāṇa 7v.10; 8r.1; 9r.5; 9v.10; 12r.1; 24v.8; 25r.8; 25v.6; 41r.7; 49r.10; 

50v.13; 51r.2; 63r.12; 64v.1; 65r.11; 66r.1; 67v.11; 68r.11; 68v.3; 

68v.6; 71v.10; 76v.3 

Varāhapurāṇa   9v.8; 32v.13; 33r.5; 40v.7 

Vāmanapurāṇa 11v.10; 67r.4 

Vāyupurāṇa   3v.4 

Viṣṇupurāṇa   5v.6; 6r.8; 6v.7; 6v.10; 10v.11; 12v.5; 24v.5; 25v.13; 40r.3; 41r.3; 

52r.6; 54v.7; 58r.12; 61r.7; 64v.6; 64v.12; 67r.2; 67r.7; 68v.10; 
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Viṣṇudharmottarapurāṇa  61r.1 

Skandapurāṇa  25r.10; 38r.12; 40r.7; 60v.13 

purāṇa  17v.10 

 

  おわりに 

 管見の限りではあるが，近代以降に成立したインド学において，Madhusūdana

著 Ācārārṇava の存在は知られていなかったものと考えられる。すなわち，著者

の Madhusūdana の情報にしても，その執筆年代が紀元後 1150～1500 年に置かれ

ることしか現在は解っていない。また，本書の別写本が他にも存在するのかど

うか，という基本的な情報についても不明である。一説には，インドに存在する

と見込まれる 500 万点の写本のうち，既にカタログに記載されたものは，100 万

点程であるとされる38。そうであれば，今後，Ācārārṇava の別写本が他からも発

見される可能性は排除できない。 

                                                                 
38 ［Gaur & Chakraborty 2009: 90］．これによれば，カタログだけでも，1100 冊の出版本の

ほか，70 の図書館に所蔵されるリストが存在するとされる．［NCC.］が一つの手がかりに
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 また，逆に今後数百年を経ても，他から発見することがなければ，本書は全く

地域的な Dharmanibandha であって，流布することがほとんどなかったという可

能性が高くなる。 

 いずれにしても，本書には多数の引用とそれに対する註釈を含むことから，

15 世紀以前の文献伝承の解明のために，種々の資料を提供する可能性を含んで

いるものと考えられる。具体的には，近代以前に生きた伝承が途絶え，既に完本

が失われたとみなされている Dharmaśāstra の数は多い39が，当写本がそれらの復

元に役立つ可能性を秘めているのである。また，現存する文献であっても，それ

らがどのように受容・伝承されてきたかを立証するための傍証にはなろう。 

 さらに，現時点で本書に含まれる註釈にどれほどの独自性があるか不明であ

る。しかしながら，たとえその註釈に特筆すべき独自性がなかったとしても，そ

の場合は逆に，著者 Madhusūdana の教養がどのように形成されてきたかを知る

ことができるという点で，インド文献史／宗教史上の価値は存在するであろう。 
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